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式中だより 
３５６号 

「カメの歩みで歩一歩」 
校長  

 二学期も３週間が過ぎ、生徒も落ち着いた学校生活を送っています。９月が終われば今年度

も「折り返し点」となります。今年度の目標達成状況はいかがですか？ 

 さて二学期は、来週の運動会、１１月の学芸会と、二大行事があります。どちらの行事にも

生徒各自がもつ力を十二分に発揮し、保護者や地域の皆さま方に「式中生の底力」を見ていた

だき、認めていただいて、自分の自信につなげて欲しいと思います。底力を発揮するためには、

生徒それぞれが「前向きに取り組む」ことが大前提になります。運動などは人によって得手不

得手があるでしょうが、目標をもち、それに向かって自分のもっている力を一歩一歩伸ばして

いくことが大切です。結果だけではなく努力のプロセスを認め、支援して行きたいと思います。 

 表題はパナソニックの創業者、松下幸之助の言葉です。彼が残した数多くの名言に、次のよ

うな言葉があります。「きのうと同じことを、きょうは繰り返すまい。どんな小さなことでも

いい。どんなわずかなことでもいい。多くの人々の、このわずかなくふうの累積が、大きな繁

栄を生み出すのである」わずか９才で丁稚奉公に出され、それから苦労して一代でパナソニッ

クを築き上げた彼の言葉には重みがあり、様々な場面で同様なことが当てはまると考えます。

行事においても、実施まで全員が毎日少しずつでも成長し、それが結集されたときには素晴ら

し成果となるのだと信じます。 

 今学期もご支援・ご協力をよろしくお願いします。 

 

 
式根島小中一貫校に向けて 

 

 

 ９月８日（金曜日）に一貫教育アドバイザーの廣嶋憲一郎先生をお招きし、第 4 回式根島小中学校

一貫教育検討委員会を開催しました。主な検討項目は校名・スクールマークの決定です。 

【校名について】 『式根島学園 新島村立式根島小学校・式根島中学校』 

 最終候補に残った 5 つから委員による投票を行い、接戦の末決定しました。 

【スクールマークについて】 

 公募の要素を取り入れたデザイナーによる 6 つから委員による投票を行い、 

このマークに決定しました。（カラーリングについては検討中） 

  東要寺にあるイヌマキの巨木がモチーフ 

左右にある 6 本の枝は、学校・地域・家庭・先生・生徒・児童を表現 

ともに学び、ともに暮らし、支え合い育てて行く 

いつまでも年輪を広げて行く 

 今後は、入学式・卒業式、保小中合同ＰＴＡ等について検討して参ります。 

※第４回式根島小中学校一貫教育検討委員会の内容につきましては、別紙概要版をご覧ください。 



夏休みを終えて 

＜１年＞ 中学生として初めての夏休み、宿題、部活動、学習会などがありました。それぞれ課題はあ

るものの、１日の始業式に全員そろって元気に迎えることができてよかったです。毎日、あるいは集中

的に取り組まねばならない夏の宿題。慌てて取り組んだもの、やり損ねて２学期を迎えてしまったもの、

人によりけりですが、来年は今年の反省を生かして、夏を終えてくれるとよいと思います。さて行事も

多く、日数も多い二学期が始まります。生活リズムを整えて、毎日やるべきことに集中して取り組み、

充実した二学期にしていきましょう。                         １年担任 

＜２年＞ 金曜日の登校ということもあり、夏休みモードが抜けないままの登校となってしまった生徒

もいましたが、久々にみんなと会えて楽しそうでした。また、夏休みの宿題を全員しっかりと出すこと

ができました。昨年の今日は、宿題の忘れが多く、９月中は宿題に追われているイメージでしたが、今

年は全員宿題に取り組み、提出することができました。いくつか不足したところもありましたが、昨年

に比べ大きく成長しているので、とても嬉しかったです。                ２年担任 

＜３年＞ 夏休み前に(経験したことのない夏休み 勝てる人は、自由な時間を最大限に活かす人)とい

うタイトルの受験情報誌を配りました。そのとおりに部活の最後の試合が終わってから内地に残り自分

の目標に向かって日々学習に取り組む生徒がいました。夏の時間を活かしきれなかった生徒もいますが、

その成果や反省を活かし 9 月からも受験に向けて走り続ける３年生です。         ３年担任 

                                                                                     

水泳記録会を終えて                            担当：体育科      

 ９月１１日で３ヶ月間の水泳シーズンが終わりました。まだ、暑い日もあり休日には海に行くことも

あるかと思いますが、安全に気を付け、思い切り遊んで、その後は勉強もしっかりやるといった、たく

ましい島の子になってほしいです。            

 今回の記録会はうれしいことがたくさんありました。まず、全員が前向きに参加できたことが一番で

す。そして、全力を出し切り、自己ベストをたくさん記録できたことも立派でした。全員の頑張りは次

の運動会でも続くことと期待しています。 

 式根島育ちだと胸を張って言うためには競泳４種目が速く泳げるようになるだけでなく、式根島の海

で安全に楽しく遊び、そこに生きる様々な生き物もしっかり理解したいです。 

 最後に水泳の一番の目的は、海に落ちても長い間、生きていられる力を身に付けることでした。と確

認して水泳シーズンを終えたいと思います。 

２年生 島内職場体験学習＜充実した３日間＞    担当：２学年  

夏季休業中の時間を活用して、今年も２年生が３日間の島内職場体験学習を行いました。体験してみ

たい職種を自分たちで選び、事前の電話連絡、挨拶、当日の活動と６月から盛りだくさんの活動でした。

当日は、今までは消費者・活用する側として接していた職場で実際に働くことにより、新たな一面や苦

労している点を知ることができました。額に汗しながら熱心に働く活動を通して、自分たちの進路につ

いても一層思いを深められるとよいと感じております。 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

テニス部                   テニス部顧問  

新年度を迎え、８月の新人テニス選手権ブロック大会に向け活動してきました。生徒たちが自分たち

の部活であることを自覚し主体的な活動になるように声をかけ取り組んできました。ポイントの取り方、

コースの打ち分け方、サーブの打ち方など戦術や改善点を自身で考えさせるようにし、どのような練習

が必要かを生徒たちに問い続けました。本大会を通して成長する生徒たちの姿に、中学生がもつ力の偉

大さを感じずにはいられませんでした。「上達したい」、「勝ちたい」、「達成

したい」と強い気持ちをもつことが活動への意欲につながり、同時に技術

も上達していくことを生徒達の姿から学びました。 

保護者の皆様、島民の皆様、日頃より部活動にご理解・ご協力いただき

誠にありがとうございます。今後とも、皆様と協力し生徒の諸活動を見守

っていきたいと考えています。何卒よろしくお願いいたします。 

バドミントン部              バドミントン部顧問 

３年前都大会の応援席で「よくこんなレベルで都大会に来られるな」というつぶやきを聞きました。

都内でバドミントンをやっている中学生 30000 人の憧れの舞台です。そういう意味では、そこに来る以

上は他の選手と同じかそれ以上に練習してから来ること、それが礼儀なのかと感じました。その翌年、

凪さんが 1ゲーム取り、作年は陽麗さんが団体のシングルスに勝ち、そして今年鈴さんが 1ゲーム取り

ました。３年前の言葉はもう聞かれないと思います。今回の都大会、全員１回戦敗退とはいえ互角に戦

う場面もあり、いい試合ができました。1 勝の夢は次に引き継ぎます。ぜひ 1 勝して１階の廊下に写真

を飾る日が来るといいと思います。今回の遠征では都大会に出られず、悔しい思いをした子や都大会に

出た選手とたくさん練習試合をして都大会に出たくても出られなかった子の気持ちも感じてくれたこと

でしょう。３年生はこれから、そのエネルギーを勉強に向けて受験を乗り越えてください。２年生は来

年同じように活躍できるように頑張ってほしいと思います。   

ハンドメイド部         ハンドメイド部顧問  

 今年度より、ハンドメイド部ができました。部の目標は「みんなが親しみをもてる

部活にする」「決めた活動をやり遂げる」です。1学期は絵はがき、ポスター、応援

旗、生け花、応募箱づくり、調理実習などの活動を行いました。 

 夏休みは「琥珀糖」という寒天に氷みつで味と色をつけたお菓子をつくりました。

完成したものは生徒の皆さんや先生方などにふるまいました。2 学期以降もいろい

ろな活動を予定していますので応援よろしくお願いいたします。 

夏休みの生活反省を受けて            生活指導主任 

夏休みに生徒たちは、よく遊んだと言っており、半数以上の生徒が東京で遊んだことも分かりまし

た。充実した夏休みを送ったことが分かりました。一方で、宿題や手伝いなど、やらなければいけな

いことに対しては、積極的に取り組めなかったこともわかりました。とくに宿題に関しては、９月１

日が金曜日ということもあり、前日に無理をして取り組んだとしても、半日頑張れば済むと思ってい

るため、ギリギリになって取り組んだ生徒もいました。 

楽しいことをするために、やるべきことを計画的取り組める力を身に付けていって欲しいと思いま

す。２学期は行事も多く、忙しくなるので、何事も計画的に取り組んでくれることを期待しています。 

 



※カラー版の式中だよりはホームページをご覧ください。 

運動会にむけて                             担当：体育科  

  運動会が９月３０日（土）に予定されています。天候に恵まれ実施できるといいですね。 運動会は中

学生の全力を尽くす姿とみんなのために働く姿を見てもらう大きな行事です。そして、元気な子供たち

や島民のはつらつとした姿を見ることも楽しみです。 

数年後にこの日本でオリンピックが開かれます。多くの感動の場面があることでしょう。この島の大

運動会もたくさんの微笑ましい光景や感動の場面が見られます。一生懸命にやる姿が一番美しいもので

す。多くの人が入場行進の時から涙ぐむことと思います。 

 中学生は、運動会を通して自分が走れることに、また歩いたり笑ったりできる「幸せ」を喜んでくだ

さい。練習で走り込むつらさや本番で負けた恥ずかしさなんて大丈夫！！  

 がんばれ、子供たち！！ 村の方々も明るく、元気に参加してください。グランドは中学校一同で整備

しておきます。                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 日 運動会予備日 

６ 金 振替休日 

１１ 水 中間考査（12日まで） 

１３ 金 生徒総会 

１５ 日 道徳地区公開講座、公開授業始 

１９ 木 第２回進路説明会、公開授業終 

２６ 木 交流活動（予備日は27日） 

 

「あ、富士山だ！」 

あの姿を見ると、なぜかそんなふうに心の中でつぶやく、あるいはうっかり口に出してしまう。 

小学生の時、林間学校で行った山中湖の湖畔で、夕日を受けた逆光の富士を見た。その姿は天

を突き、すそ野は視野に収まりきらず、巨大な壁のように小さい私を覆いかぶさるように立ちは

だかっていた。それまで見た富士山の中で一番大きく、迫力と威厳があった。人生初のびっくり

して言葉が出ない体験だった。 

２０１３年、富士山は世界文化遺産に登録された。その名称は「富士山‐信仰の対象と芸術の

源泉」である。富士山を通じて日本人の美意識や芸術観が引き出されたという意味で「芸術の源泉」

なのだろう。江戸時代の天才絵師、葛飾北斎は富嶽三十六景を描いた。北斎の絶筆もまた富士山

の絵だといわれる。明治～平成と活躍した日本画家、片岡球子は６０代から１００歳まで富士山

の絵をシリーズで描いた。富士山を眺めていたときに「お前なんかに描けるか」と言われた気が

したのだと言う。 

富士山はいつの時代も、人々の心をとらえる美しく力強い山だと思う。東京の街でも、ふいを

ついて姿を見ることがある。そしてまた、思わず言ってしまう「あ、富士山だ！」                              

                                      美術科 

『式中だより』

は、毎月２０日

を目途に発行

していきます。 

 

 

10 月の予定 
生活目標：言葉で気持ちを伝えよう  

保健目標：目を大切にしよう 

給食目標：栄養素のはたらきを知ろう 


